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黄金町バザールについて：「アートによるまちの再生」というテーマのもと、2008 年より始まった『黄金町バザール』は、横浜市の初黄・
日ノ出町地区で地域のまちづくりに取組む「初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会」と「黄金町エリアマネジメントセンター」が共同で
開催するアートフェスティバルです。京浜急行線「日ノ出町駅」と「黄金町駅」の間にある高架下のスタジオを中心に、既存の建物や
空地などまちなかを舞台としてこれまで 7 回開催し、国内外から約 180 組のアーティストや建築家、デザイナーなどが参加しています。
『黄金町バザール 2015』は、「まちとともにあるアート」をテーマに 10 月 1 日（木）から 11 月 3 日（火・祝）まで開催します。

■募集概要 ■

計 5 つの空間デザインを募集！

NPO 法人黄金町エリアマネジメントセンターでは、『黄金町バザール』における「黄金町まちプロジェクト」の一つ
として、「まちにくわえる」と題し、複数年にわたって当該地区に様々な機能を配置するプログラムを展開します。
そこで本年は、元違法風俗店舗を中心に、その特異な建物を活かした空間デザインの提案を募集します。提案内容は
『黄金町バザール 2015』の建築作品として、施工を経て展示し、会期終了後には、まちの新しい機能として活用して
いきます。

【本件取材に関する報道関係の方の問合せ先】
認定 NPO 法人黄金町エリアマネジメントセンター（担当：立石）　神奈川県横浜市中区日ノ出町 2-158　

TEL：045-261-5467 FAX：045-325-7222　E-Mail：info@koganecho.net

求める機能（提案）については２ページ目へ！

空間デザイン募集！

募集期間　

2015.5.29｜金｜−7.10｜金｜
展示期間　

2015.10.1｜木｜−11.3｜火・祝｜

主催：認定特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメントセンター

　　　　初黄 ・ 日ノ出町環境浄化推進協議会

1．募集期間
　2015 年 5月 29 日 ( 金 ) ～ 7月 10 日 ( 金 )　

4．審査員 ( 五十音順・敬称略）
　■ 飯田善彦（飯田善彦建築工房・立命館大学大学院 SDP 客員教授）　
　■ 櫻井淳（櫻井淳計画工房）
　■ 鈴木伸治（横浜市立大学教授）
　■ 曽我部昌史（みかんぐみ・神奈川大学教授）
　■ 西倉潔（西倉建築事務所・名古屋造形大学教授）
　■ 山野真悟（黄金町バザールディレクター・黄金町エリアマネジメントセンター事務局長）

3．工事費・設計料
　工事費：各機能とも上限 10 万円／㎡
　設計料：審査を経て選ばれた提案者に 20 万円

応募方法などの詳しい応募要項は、ウェブサイト
http://koganecho.net/koganecho-bazaar-2015/
をご覧ください

2．応募資格
　国籍・年齢・個人・団体は問いません。ただし提案の
　内容及び実施に責任が持てること。重複応募は不可。
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■求める機能（提案） ■

【本件取材に関する報道関係の方の問合せ先】
認定 NPO 法人黄金町エリアマネジメントセンター（担当：立石）　神奈川県横浜市中区日ノ出町 2-158　

TEL：045-261-5467 FAX：045-325-7222　E-Mail：info@koganecho.net

　第 1回目：6月 14 日（日）13：30 ～
　第 2回目：6月 28 日（日）10：30 ～　
　 集合場所：高架下スタジオ Site-C 工房（横浜市中区黄金町 1-4 地先）
　 所要時間：説明・質疑応答 45 分を経て見学会 45 分（全物件見学）

今回まちに加えるのは A. インフォメーション、B. ライブラリー、C. レジデンススペースの３つの機能です。
計 5 カ所の建物を、公募によりコンバージョンします。

当該地区で活動するアーティストやクリエーターが滞在制作を行うことができる空
間のデザインを募集する。黄金町バザール 2015 期間は空間作品として展示・公開
し、その後、レジデンス希望者を公募し活用していく。

A. インフォメーション　約 13 ㎡（プランニング面積は約 40 ㎡）
当該地区のまちづくりの活動をインフォメーションする空間デザインを募集します。
『黄金町バザール 2015』会期中は、会場スタッフまたはサポーターの活動場所とし
て利用するとともに、積極的にまちのインフォメーションを行う場所として公開し、
『黄金町バザール 2015』終了後は、地域防犯拠点「ステップ・ワン」と連動した活用
展開ができるよう、その提案を募集します。

B. ライブラリー　約 13 ㎡ 
研究者やレジデンスアーティストが近現代の美術や横浜のアートシーンについて
情報収集することができる空間デザインを募集します。『黄金町バザール 2015』
会期中は空間作品として展示・公開し、『黄金町バザール 2015』終了後は、その
ままライブラリーとして活用する。

C. アーティスト・クリエーターのレジデンススペース 20 ㎡前後

A. インフォメーション提案募集物件

B. ライブラリー提案募集物件

C. レジデンススペース提案募集物件
現地見学会


